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２学期末の終業式でお話ししたかった話をします。ルールについてです。クラスマッチが楽

しかったのは、皆がルールをしっかり守っていたからです。ルールは守らなければいけない。

これは大人であればだれでもわかることです。けれども、意外とわかっていないのは「ルー

ルはみんなで作ることができる。変えることができる。」ということです。 

 

１１月頃に一人の生徒が校長室を尋ねてきました。クラスマッチに関して、部活に入ってい

た生徒は１年間、その競技に出られないというルールがせめて６か月にならないでしょう

か？と私のところに話に来ました。その行動力は立派だと思いました。 

ただ、私に決定権はないので体育委員会に提案して、皆で話し合って決めてください。と、

お話しました。その後結局ルールは変わらなかったようですが。 

学校によっては部活に入っている生徒も競技に１人までなら参加できるとか。参加できる

が、ビブス着用でシュートやスパイクが打てないというルールの学校があります。 

決められたルールだから仕方ないではなく、その男子生徒のようにルールを疑って、必要な

ら皆で話し合って変えてください。学校はみんなの力でよくなります。食堂への渡り廊下が

できたのも、女子のスラックスが認められたのも皆さんからの要望によるものでした。 

 

もう一度言います。ルールは皆で作るもの。そして変えることができるものです。そうやっ

て決めたものは皆で守る。それが民主主義の根幹をなす思想です。どうかこの先もよりよい

学校生活のために自分事として関り、勇気をもって発信することに挑戦してみてください。 

 

今日から３学期です。一つだけ皆さんにお話しします。 

高校で習った数学や物理の公式、古文単語などを大人になって使うことは多分ありません。

少なくとも私はそうでした。では高校の学びは意味がないのか？と問われれば、そうではあ

りません。理解しようと先生の話を一生懸命聞くこと。何度も問題を解いてみること。苦手

なものから逃げないこと。誠実に学びに向かう姿勢がその人を形作っていきます。誠実に他

者から学ぼうとする人は、学歴や職業に関係なく、別に難しいことを話していなくても、そ

の話しぶり、表情、受け答え。そんな中から、ふとした瞬間にその人の在り様が垣間見えま

す。そんな素敵な大人が皆さんの周りにもいませんか？ 一方で、学ばない人は「一様に我

儘で残酷で軽薄です。」どうか「今、目の前にある学びをもっと大切にしてください。」進路

の決まった３年生こそ、最後まで誠実にしっかりと学ぶべきです。 

私たち教員は今学期も本気で「学ぶことの意味と楽しさ」を皆さん達に伝えていきます。 

それでも学びたくない人、他の人の学びを邪魔する人はこの学校に来る必要はありません。

私はそう思っています。学校は学ぶところです。１年間の終わりの学期、生徒も教師も本気

で学び、教え、よい３学期にしたいと思います。 


